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代
教
条
主
義
者
」
の
典
型
的
な
議
論
の
一
っ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
「
全
人
民
国
家
」
の
問
題
が
い
わ
ゆ
る
「
中
ソ
論
争
」
の
主
要
な
論
争
点
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
周

一
方
で
は
、
『
ソ
連
邦
共
産
党
綱
領
』
（
一
九
六
一
年
採
択
）
が
定
式
化
し
た
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
独
裁
の
歴
史
的
使
命
の
完
了
と
そ
れ
の
「
全
人
民
国
家
」
へ
の
成
長
・
転
化
の
実
現
、
さ
ら
に
「
全
人
民
国
家
」
か
ら
共
産
主
義

(

1

)

 

的
社
会
的
自
治
へ
の
移
行
の
展
望
な
ど
の
諸
命
題
は
、
「
現
代
修
正
主
義
者
」
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
国
家
論
の
重
大
な
修

正
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
他
方
で
は
、
『
国
際
共
産
主
義
運
動
の
総
路
線
に
つ
い
て
の
提
案
』
（
一
九
六
一
ー
一
年
）
に
代
表
さ
れ
る
中

国
の
支
配
的
見
解
は
、
共
産
主
義
社
会
の
高
い
段
階
に
い
た
る
ま
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
お
よ
び
は
げ
し
い
階
級
闘
争
の
必
要

(

2

)

 

性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
階
級
闘
争
と
を
絶
対
化
す
る
「
現

こ
の
国
際
的
論
争
に
、
わ
れ
わ
れ
は
傍
観
者
で
す
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
別
の
機
会
に
こ
の
国
際
的
論
争
の
い
く
つ

(

3

)

 

か
の
主
要
論
点
に
か
ん
し
て
わ
れ
わ
れ
の
見
解
を
述
べ
た
が
、
本
稿
の
課
題
は
、
そ
こ
で
立
入
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
現
代
「
社
会

主
義
国
家
」
論
を
と
り
あ
げ
、

そ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

ま

し

が

き

長

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義

砂

七

実
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必

然

性

と

任

務

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

わ
れ
わ
れ
の
み
る
と
こ
ろ
、

こ
の
国
際
的
論
争
を
正
し
く
止
揚
す
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、

よ
び
レ
ー
ニ
ン
の
古
典
的
な
「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
内
容
を
そ
れ
自
体
と
し
て
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
そ

れ
で
も
っ
て
現
実
の
「
社
会
主
義
国
家
」
の
諸
問
題
を
す
べ
て
解
決
で
き
な
い
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
現
代
「
社
会
主
義
国

家
」
論
に
、
「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
を
あ
き
ら
か
に
す
る
視
角
か
ら
接
近
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
問

題
意
識
で
あ
る
。

注
山
「
全
人
民
国
家
論
」
の
主
要
文
献
（
主
と
し
て
論
文
）
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
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図
と
く
に
つ
ぎ
の
二
文
献
を
み
よ
。
「
国
際
共
産
主
義
運
動
の
総
路
線
に
つ
い
て
の
提
案
」
（
『
北
京
周
報
』
一
九
六
一
1

一
年
八
月
一
日
創
刊
号
）
、

「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
エ
セ
共
産
主
義
と
そ
の
世
界
史
的
教
訓
」
（
『
北
京
周
報
』
一
九
六
四
年
七
月
ニ
―
日
号
）
。

③
拙
論
「
『
社
会
主
義
社
会
』
の
古
典
と
現
代
」
、
『
経
済
評
論
』
一
九
六
六
年
十
一
月
号
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
過
渡
的
性
格

マ
ル
ク
ス
は
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
を
「
国
家
、
す
な
わ
ち
支
配
階
級
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
と
規
定
し
、

マ
ル
ク
ス
、 七四

エ
ン
ゲ
ル
ス
お
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

ま
た
、

ス
タ
ー
リ
ン
は
、

そ
の
任
務
を
、
「
支
配
階
級
と
し
て
強
制
的
に
旧
生
産
関
係
を
廃
止
す
る
」
こ
と
、

一
般
に
階
級
の
存
在
条
件
を
、

ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
ニ
巻
選
集
』
邦
訳
、
大
月
書
店
、
第
一
巻
三
九
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
一
六
五
ペ
ー
ジ
。
以
下
、
第
一
巻
を
ー
、
第
二
巻
を
Il
と
略
す
）
。

、
、
、
、
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
も
ま
た
、
「
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
な
お
国
家
を
必
要
と
す
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
の
は
、
「
そ
の
敵
を
抑
圧
す
る
た
め
」
で

レ
ー
ニ
ン
は
、

七五

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
は
、
国

そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
「
階
級
対
立
の
存
在
条
件
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
階
級
と
し
て
の
自
分
自
身
の
支
配
を
も
、
廃
止
す
る
」
こ
と
に
も
と
め
た
（
『
マ
ル

こ
の
命
題
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
彼
は
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
を
抑
圧
す
る
た
め
の
『
特
殊
な
力
』
」
と
し
て
規
定
し
つ
つ
も
（
『
全
集
』
第
四
版
第
二
五
巻
一
―
-
1

ハ
九
ペ
ー
ジ
、
以
下
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
巻

数
と
ペ
ー
ジ
数
の
み
し
め
す
）
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
任
務
を
「
抑
圧
」
に
限
定
し
な
か
っ
た
。

家
権
力
、
す
な
わ
ち
、
・
中
央
集
権
的
な
権
力
組
織
、
暴
力
組
織
が
必
要
で
あ
る
1

搾
取
者
の
反
抗
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
も
、
社
会
主

義
経
済
を
『
組
織
』
す
る
う
え
で
、
膨
大
な
住
民
大
衆
、
す
な
わ
ち
農
民
、
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
指
導
す
る
た

め
に
も
必
要
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
第
二
五
巻
三
七
六
ペ
ー
ジ
）
。

を
移
動
さ
せ
な
が
ら
も
、

貫
し
て
、

レ
ー
ニ
ン
は
十
月
革
命
と
社
会
主
義
建
設
の
進
展
に
つ
れ
て
重
点

こ
れ
ら
の
三
つ
の
任
務
、
す
な
わ
ち
「
抑
圧
」
的
任
務
、
「
組
織
」
的
任
務
お
よ
び
「
指
導
」
的
任
務
を
、
一

そ
れ
ら
の
統
一
に
お
い
て
と
ら
え
て
い
た
（
第
二
八
巻
七
六
ペ
ー
ジ
、
第
二
九
巻
三
四
三
、
三
五
八
、
一
1

一八六
i
七
ペ
ー
ジ
、
第
一
―

10

巻
七
六
l
八
、
二
三
九
、
四
七
二

i
-
＝
―
ペ
ー
ジ
、
第
三
一
巻
一
六
一
ー
ニ
ペ
ー
ジ
な
ど
参
照
）
。

一
国
社
会
主
義
建
設
の
具
体
的
な
歴
史
的
諸
条
件
の
も
と
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
独
裁
の
「
国
防
」
的
任
務
を
こ
れ
ら
に
加
え
た
。
彼
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
「
三
つ
の
主
要
な
任
務
」
あ
る
い
は
「
三
つ

の
基
本
的
な
諸
側
面
」
を
独
自
に
要
約
し
つ
つ
、
「
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
こ
れ
ら
三
つ
の
す
べ
て
の
側
面
の
統
合
で
あ
る
」
こ
と
、

「
だ
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
概
念
を
歪
曲
す
る
危
険
を
お
か
す
こ
と
な
し
に
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
側
面
の
ど
の
―
つ
も
排

あ
る
、
と
述
べ
た

(Il
、
三
ニ
ペ
ー
ジ
）
。
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―
つ
の
問
題
は
、
「
全
人
民
国
家
」
論
で
は
、
抑
圧
機
能
の
消
滅
と
と
も
に
、

全
面
的
発
展
に
つ
れ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
国
家
が
「
全
人
民
国
家
」
へ
成
長
・
転
化
す
る
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

連
す
る
。
こ
こ
で
、
「
全
人
民
国
家
」
の
諸
規
定
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
ま
た
、
抑
圧
機
能
は
現
実
に
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

を
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が
抑
圧
機
能
・
任
務
の
消
滅
に
よ
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
で
な
く
な
る
、

と
い
う
論
点
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
概
念
が
歪
曲
さ
れ
る
、
と
い
う
ス
ク
ー
リ
ン
の
指
摘
が
一
般
的
妥
当
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
だ
け

で
は
な
い
。
抑
圧
機
能
こ
そ
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
を
「
政
治
的
国
家
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
）
た
ら
し
め
る
基
礎
で
あ
り
、
し
か
も
こ

の
機
能
こ
そ
が
、
社
会
主
義
革
命
の
特
質
か
ら
い
っ
て
、
他
の
諸
機
能
に
く
ら
べ
て
も
っ
と
も
早
く
消
滅
し
て
い
く
客
観
的
必
然
性
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
は
、
レ
ー
ニ
ン
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
本
質
は
、
暴
カ
―
つ
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
主
と

し
て
暴
力
に
あ
る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
主
要
な
本
質
は
、
…
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
性
と
規
律
に
あ
る
の
で
す
。
」
（
第

二
九
巻
三
五
八
ペ
ー
ジ
）
、

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

除
し
え
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
た
（
『
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
諸
問
題
』
第
一
―
版
二
七
、

エ
ト
「
社
会
主
義
国
家
」
の
二
つ
の
発
展
「
段
階
」
（
令
8
3
b
l
)

を
論
じ
た
さ
い
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
「
機
能
」
に
つ
い
て
、

抑
圧
、
国
防
、
社
会
主
義
的
所
有
保
護
、
経
済
・
組
織
的
活
動
お
よ
び
文
化
・
教
育
的
活
動
を
あ
げ
た
（
同
上
、
六
四
四
ー
六
ペ
ー
ジ
）
。

こ
れ
ら
の
古
典
的
命
題
は
、
ど
の
よ
う
な
現
代
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が
あ
ら
ゆ

る
社
会
主
義
革
命
と
社
会
主
義
建
設
に
と
っ
て
共
通
な
法
則
性
で
あ
る
こ
と
は
、
『
モ
ス
ク
ワ
宣
言
』
（
一
九
五
七
年
）
の
な
か
で
も
確
認

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
論
争
の
余
地
は
あ
り
え
な
い
。
だ
が
、

そ
し
て
経
済
・
組
織
的
機
能
と
文
化
・
教
育
的
機
能
の

正
し
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
単
に
、
ど
の
―
つ
の
機
能
で
も
欠
除
す
れ
ば
プ

と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
論
拠
と
し
て
の
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
だ
が
、
暴
力
を
抑
圧
機
能
・
任
務
と
同
一
視

つ
ぎ
の
二
つ
の
問
題
に
は
論
争
の
余
地
が
あ

―
ニ
―
ー
ニ
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。
彼
は
さ
ら
に
、

七
六

ソ
ビ
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
暴
力
、
組
織
性
お
よ
び
規
律
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
諸
機
能
・
任
務
が
遂
行
さ
れ
る
さ
い
の

、
、
、
、
、

r

、

形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
搾
取
階
級
の
消
滅
に
も
と
づ
く
抑
圧
機
能
の
消
滅
は
本
来
の
意
味
で
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
消
滅
を
意
味
す
る
、
と
考
え
る
。

も
う
―
つ
の
問
題
は
、
「
全
人
民
国
家
論
」
に
お
け
る
国
際
的
要
因
の
評
価
、
具
体
的
に
は
国
防
機
能
・
任
務
の
取
扱
い
に
か
か
わ
る
。

一
面
で
は
、
国
際
的
要
因
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
か
に
み
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の

歴
史
的
使
命
の
達
成
が
、
も
っ
ぱ
ら
「
国
内
的
発
展
の
任
務
か
ら
」
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
他
面
で
は
、
国
際
的
要

因
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
に
み
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
か
ら
「
全
人
民
国
家
」
へ
の
成
長
・
転
化
の
完
了
の
規

、
、
、
、

定
的
要
因
を
、
「
社
会
主
義
の
完
全
か
つ
最
終
的
な
勝
利
」
に
、
す
な
わ
ち
結
局
は
一
定
の
国
際
的
諸
条
件
に
も
と
め
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
あ
き
ら
か
に
、
「
全
人
民
国
家
」
論
の
内
的
矛
盾
あ
る
い
は
欠
陥
で
あ
る
。
国
防
機
能
を
必
要
と
す
る
国
際
的
環
境
が
存

の
「
永
続
革
命
論
」
で
あ
ろ
う
。

ま
で
国
内
に
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

在
す
る
か
ぎ
り
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
も
存
在
し
つ
づ
け
る
、
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、

「
社
会
主
義
国
家
」
の
国
家
と
し
て
の
諸
性
格
と
そ
の
変
化
を
規
定
す
る
基
本
的
な
要
因
は
、
あ
く

こ
の
意
味
で
は
、
世
界
革
命
を
想
定
し
た
古
典
的
な
「
社
会
主
義
国
家
」
論
の

諸
命
題
が
現
実
の
「
社
会
主
義
国
家
」
の
諸
規
定
と
し
て
原
則
的
に
妥
当
し
う
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
か
ら
、

首
尾
一
貫
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
現
実
の
「
社
会
主
義
国
家
」
の
発
展
段
階
規
定
に
あ
た
っ
て
国
際
的
要
因
に
決
定
的
な
役
割
を
演

じ
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。
国
際
的
要
因
は
軽
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
れ

は
「
社
会
主
義
国
家
」
の
発
展
段
階
規
定
に
は
、
補
助
的
役
割
を
演
じ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

「
全
人
民
国
家
」
論
で
は
、

七
七

こ
の
正
し
い
方
法
を

一
種
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国
家
死
滅
の
出
発
点
お
よ
び
「
半
国
家
」
・
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」

国
家
の
死
滅
に
つ
い
て

マ
ル
ク
ス
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
を
「
革
命
的
過
渡
的
な
形
態
」
の
国
家
と
し
て
と
ら
え
た
（
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選

集
』
邦
訳
、
大
月
書
店
、
第
一
三
巻
ニ
ペ
ー
ジ
）
し
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
史
上
最
初
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
・
コ
ン
ミ

ュ
ー
ン
を
「
も
は
や
本
来
の
意
味
の
国
家
で
は
な
か
っ
た
」
も
の
と
み
な
し
た

(II
、
三
ニ
ペ
ー
ジ
）
。

の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
周
知
の
命
題
(II
、

ま
た
、

―-＝
-
l
四
ペ
ー
ジ
）
は
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
国
家
権
力
の
掌
握
11
プ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
国

家
の
廃
絶
の
瞬
間
か
ら
妥
当
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

レ
ー
ニ
ン
も
ま
た
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
命
題
を
解
釈
し
て
、
「
死
滅
と
い
う
言
葉
は
、
社
会
主
義
革
命
後
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
組
織
の

残
存
物
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
の
で
あ
り
、
「
こ
の
革
命
の
あ
と
で
死
滅
す
る
の
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
ま
た
は

半
国
家
で
あ
る
」
と
述
べ
た
（
第
二
五
巻
一
二
六
九
ペ
ー
ジ
）
。
さ
ら
に
ま
た
レ
ー
ニ
ン
は
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
必
要
な
の
は
、
死
滅
し

つ
つ
あ
る
国
家
、
す
な
わ
ち
、
た
だ
ち
に
死
滅
し
は
じ
め
る
し
、
ま
た
死
滅
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
国
家
だ
け
で
あ

る
」
、
と
も
述
べ
た
（
第
二
五
巻
三
七
四
ペ
ー
ジ
）
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が
国
家
死
滅
の
出
発
点
で
あ
る
と
同
時
に
、

2
 

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

そ
れ
自
身
、
「
半
国
家
」
あ
る
い
は
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国

家
」
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
の
古
典
的
命
題
の
内
容
に
立
入
っ
て
み
よ
う
。

（第
1

一
五
巻
一
一
＿
八
四
ペ

こ
の
命
題
が
二
つ
の
側
面
か
ら
成
り
た
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
の
側
面
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独

裁
の
も
と
で
は
、
多
数
者
が
少
数
者
を
抑
圧
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
の
側
面
は
、
多
数
者
自
身
の
側
で
民
主
主
義
が
発
展

、
、
、
、

す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
、
「
新
し
い
型
の
民
主
主
義
的
な
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
無
産
者
一

、
、
、
、

般
と
に
と
っ
て
は
）
、
ま
た
新
し
い
型
の
独
裁
的
な
（
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
た
い
し
て
は
）
国
家
（
傍
点
ー
原
文
）
」

ー
ジ
、
お
よ
び
四
三
四
し
五
ペ
ー
ジ
）
と
特
徴
づ
け
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が
国
家
死
滅
の

七
八
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第
一
の
側
面
に
つ
い
て
み
よ
う
。
「
本
来
の
意
味
の
国
家
」
と
は
、
「
一
階
級
が
他
の
階
級
を
抑
圧
す
る
た
め
の
、
し
か
も
少
数
者
が

多
数
者
を
抑
圧
す
る
た
め
の
特
殊
な
機
構
」
で
あ
る
が
、
「
す
で
に
多
数
者
で
あ
る
被
搾
取
者
に
よ
る
少
数
者
で
あ
る
搾
取
者
の
抑
圧
」

の
た
め
の
国
家
は
、
「
す
で
に
過
渡
的
な
国
家
で
あ
り
、
す
で
に
本
来
の
意
味
の
国
家
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
（
第
二
五
巻
四
三
五
ペ
ー
ジ
、

お
よ
び
四
ご
一
i
-
―
―
ペ
ー
ジ
）
。
し
か
も
、
こ
の
少
数
者
も
結
局
は
消
滅
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
抑
圧
も
消
滅
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
か
ら
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
共
産
主
義
社
会
の
第
一
段
階
11
社
会
主
義
社
会
を
念
頭
に
お
い
て
こ
う
述
べ
た
|
|
＇
「
資
本
家
は
も
は
や
い
な
い
、
階

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

級
は
も
は
や
な
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
ど
の
階
級
を
抑
圧
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
、
国
家
は
死
滅
す
る

ー
原
文
）
」
（
第
二
五
巻
四
三
九
ペ
ー
ジ
）
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第
一
の
側
面
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁

は
最
後
の
「
政
治
的
国
家
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
抑
圧
機
能
を
失
な
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
の
「
非
政
治
的
国
家
」
（
レ
ー
ニ
ン
）

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
は
、
死
滅
の
一
定
の
段
階
で
は
、

よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
（
第
二
五
巻
四
一

0
ペ
ー
ジ
）
。

第
二
の
側
面
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ー
ニ
ン
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
…
…
ひ
と
た
び
人
民
の
多
数
者
自
身
が
、
自
分

の
抑
圧
者
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
抑
圧
の
た
め
の
『
特
殊
な
力
』
は
も
は
や
必
要
て
な
く
な
る
I
．
こ
の
意
味
で
国
家
は
死
滅

、
、
、
、
、

し
は
じ
め
る
。
特
権
的
少
数
者
の
特
殊
な
制
度
（
特
権
的
な
官
吏
、
常
備
軍
の
指
揮
官
）
に
か
わ
っ
て
、
多
数
者
自
身
が
、
こ
れ
を
直

接
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
国
家
権
力
の
諸
機
能
の
遂
行
そ
の
も
の
が
全
人
民
的
な
も
の
と
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ま
す

ま
す
国
家
権
力
の
必
要
度
は
す
く
な
く
な
る
（
傍
点
お
よ
び
ゴ
シ
ッ
ク
ー
原
文
）
」
（
第
二
五
巻
一
二
九
一
ペ
ー
ジ
）
。

だ
ち
に
準
備
し
は
じ
め
る
」
（
第
二
八
巻
四
四
四
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。
だ
が
、

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

過
程
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

七
九

へ
転
化
す

こ
れ
を
非
政
治
的
国
家
と

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主

義
は
、
勤
労
者
の
大
衆
組
織
を
国
家
の
統
治
に
不
断
に
、
確
実
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
完
全
な
死
滅
を
た

こ
の
よ
う
な
国
家
死
滅
の
過
程
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主

（
傍
点
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

民
主
主
義
か
ら
、
「
資
本
家
の
反
抗
が
す
で
に
最
終
的
に
う
ち
く
だ
か
れ
、
資
本
家
が
い
な
く
な
り
、
階
級
が
な
く
な
っ
た
：
．．．． 
共
産
主

義
社
会
」
で
の
「
ほ
ん
と
う
に
完
全
な
民
主
主
義
、

主
主
義
は
不
必
要
に
な
っ
て
、

が
同
時
に
国
家
の
死
滅
の
完
了
に
直
結
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
の
側
面
の
国
家
死
滅
過
程
は
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
枠
内
で
は
完
成
さ
れ
ず
、
第
一
の
側
面
で
の
国
家
死
滅
1
1

「
非
政
治
国
家
」
へ
の
移
行
の
の
ち
も
、
そ
れ
は
、
広

義
の
「
共
産
主
義
社
会
」
、
具
体
的
に
は
「
社
会
主
義
社
会
」
に
お
い
て
継
続
さ
れ
る
、

。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」
的
性
格
の
二
面
性
は
、

ま
ず
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
が
想
定
し
た
「
社
会
主
義
社
会
」
の
国
家

、

、

、

、

、

、

と
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
質
的
断
続
性
と
質
的
お
よ
び
量
的
継
承
性
と
が
正
し
く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
断
続
性
が
第
一
の
側
面
に
、

継
承
性
が
第
二
の
側
面
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
事
実
、
「
全
人
民
国
家
」
論
で
は
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と

「
全
人
民
国
家
」
と
の
「
同
型
性
」
、
「
統
一
性
」
あ
る
い
は
「
継
承
性
」
と
両
者
の
「
差
異
」
あ
る
い
は
「
特
質
」
を
、

(

1

)

 

の
よ
う
に
理
解
し
関
連
づ
け
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
異
な
っ
た
諸
見
解
が
あ
る
。

さ
ら
に
、

論
の
―
つ
の
重
要
命
題
は
、

ま
た
、

す
で
に
古
典
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
、

、

、

、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
「
国
家
死
滅
」
と
い
う
概
念
は
、
過
程
と
し
て
の
国
家
死
滅
と
結
果
と
し
て
の
国
家
死
滅
の
両
方

‘ゞカ

ヽ
0

、こ

し

ナ

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
「
労
働
者
階
級
の
独
裁
が
国
家
の
死
滅
以
前
に
必
要
で
な
く
な
る
」
と
い
う
「
全
人
民
国
家
」

さ
し
あ
た
り
そ
の
現
実
的
妥
当
性
の
適
否
を
問
わ
な
い
と
し
て
、
け
っ
し
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
こ
と
の
正
確
な
把
握
の
重
要
性
は
、

つ
ぎ
の
諸
点
に
あ
る
。

主
義
の
枠
内
で
は
完
成
さ
れ
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
ど

一
般
に
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
な

「
貧
者
の
た
め
の
民
主
主
義
」
、
「
人
民
の
多
数
者
の
た
め
の
民
主
主
義
」
で
あ
る
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア

ほ
ん
と
う
に
な
ん
の
除
外
例
も
な
い
民
主
主
義
」
へ
の
発
展
に
よ
っ
て
の
み
「
民

ひ
と
り
で
に
死
滅
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
第
二
五
巻
四
三
四
ー
五
ペ
ー
ジ
）
。

こ
の
場
合
の
民
主
主
義
の
死
滅

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 八

〇
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ゞヽカ ろ
う
。

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

史

期

で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
時
期
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

マ
ル
ク
ス
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
つ
ぎ
の
命
題
を
述
ぺ
た
。
「
資
本
主
義
社
会
と
共
産
主
義
社
会
と
の
あ
い
だ
に
は
、
前
者
か
ら
後

、
、
、
、
、

者
へ
の
革
命
的
転
化
の
時
期
が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
照
応
し
て
ま
た
政
治
上
の
過
渡
期
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
国
家
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ア
ー
ト
の
革
命
的
独
裁
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
え
な
い
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
II
、
ニ
ニ
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
場
合
の
「
共
産
主
義
社
会
」

マ
ル
ク
ス
が
こ
の
命
題
に
先
立
っ
て
述
べ
た
社
会
主
義
と
共
産
主
義
の
二
つ
の
発
展
段
階
を
ふ
く
む
広
義
の
そ
れ
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
こ
こ
で
の
「
過
渡
期
」
は
、
具
体
的
に
は
「
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
マ
ル

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ク
ス
は
、
「
階
級
闘
争
は
必
然
的
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
へ
み
ち
び
く
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
こ
の
独
裁
そ
の
も
の
は
、
い
っ
さ
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
階
級
の
廃
棄
と
無
階
級
社
会
と
に
い
た
る
過
渡
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
た

3
 歴

的

時

(

2

)

、、

を
ふ
く
み
、
し
か
も
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
国
家
死
滅
の
全
過
程
の
な
か
の
重
要
な
一
段
階
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ

要
す
る
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
国
家
死
滅
の
出
発
点
で
あ
り
そ
の
過
程
で
も
あ
る
が
、

ノ‘

そ
の
全
過
程
を
包
括
す
る
も
の
で

は
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
は
い
え
、
「
死
滅
し
つ
つ
あ

る
国
家
」
は
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

罰
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
文
献
個
所
を
み
よ
。

8
o
s
e
T
c
K
o
e
rocy.n;apcTBO H
 
npaso•"1961, 

N
o
.
 
12, 
c. 
10; 
1962, 
N
o
.
 
1, 
c. 
31 ~
 32, 

N
o
.
 
10, 
c. 
5
~
6
;
 1963, 
N
o
.
 2, 
c. 
3
~
7
,
 9
~
1
1
;
 1965, 
N
o
.
 3, 
c. 
1
4
~
1
8
.
 

図
こ
の
点
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
文
献
に
有
益
な
指
摘
が
あ
る
。
《
C
o
s
.
roe. 
H
 

npas
。》"
1
9
6
1
,
N
o
.
 
10, 
c. 
3
4
 (
P
o
M
a
日
K
目
IT.
C.); 
1963, 

N
o
.
 1, 
c. 
2
1
 (
B
e
J
i
b
I
X
 
A
.
 K.). 

（11
、
-
―
-
五
四
ペ
ー
ジ
、
傍
点
ー
原
文
）
。

マ
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
階
級
闘
争
と
不
可
分
で
あ
り
、
社
会
主
義
社
会
は
「
無
階
級
社
会
」
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
こ
の
思
想
に
忠
実
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
「
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
と
し
て
、

(
1
)
 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
一
時
期
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
」
（
第
二
九
巻
一
二
五
八
ペ
ー
ジ
）
、
と
指
摘
し
た
し
、
い
く
ど
も
、
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
社
会
か
ら
社
会
主
義
社
会
へ
の
過
渡
期
に
は
、
特
殊
な
国
家
…
…
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
が
照
応
し
て
い
る
」

と
い
う
思
想
を
展
開
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

レ
ー
ニ
ン
も
ま
た
、
社
会
主
義
社
会
を
「
無
階
級
社
会
」

と
み
な
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
労
働
者
と
農
民
が
の
こ
っ
て
い
る
あ
い
だ
は
、
社
会
主
義
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
」
（
第
三
0
巻
四
七
ニ
ペ

ー
ジ
）
し
、
「
社
会
主
義
と
は
階
級
を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
」
（
第
一
―
-
0
巻
九
二

i
-
―
―
ペ
ー
ジ
）
。

「
ま
ず
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
が

J

‘
 

る
。
そ
の
あ
と
で
無
階
級
社
会
が
く
る
で
あ
ろ
う
」
（
第
一
＝
二
巻
ニ
ニ
九
ペ
ー
ジ
）
。
も
ち
ろ
ん
、
レ
ー
ニ
ン
が
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義

(

2

)

 

へ
の
過
渡
期
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ー
独
裁
が
照
応
し
て
い
る
、
と
い
う
叙
述
を
数
多
く
残
し
た
こ
と
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
と

、
、
、
、
、

え
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
「
資
本
主
義
と
『
無
階
級
社
会
』
、
共
産
主
義
と
を
へ
だ
て
る
歴
史
的
時
期
全
体
に
…
…
必
要
（
傍

点
ー
原
文
）
」
（
第
二
五
巻
三
八
四
ー
五
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
だ
が
、

渡
期
」
と
は
、
内
容
的
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
彼
は
、
「
共
産
主
義
」
と
い
う
用
語
を
、
広
義
の
共
産
主
義
社
会
の
意
味
で
使
用
し

た
の
で
あ
る
。
狭
義
の
共
産
主
義
に
つ
い
て
い
え
ば
レ
ー
ニ
ン
は
、

以
上
の
こ
と
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
階
級
闘
争
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
レ
ー
ニ
ン
の
思
想
を
具
体
的
に
検
討
す
れ
ば
、

り
明
確
に
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
「
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
は
、
新
し
い
形
態
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
闘
争
の
継
続
で

あ
る
（
ゴ
シ
ッ
ク
ー
原
文
）
」
（
第
三
0
巻
七
五
ー
六
ペ
ー
ジ
）
。
「
日
和
見
主
義
は
、
階
級
闘
争
の
承
認
を
、
ま
さ
に
最
重
要
な
点
ま
で
は
、

、

、

、

、

、

、

、

、

す
な
わ
ち
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
打
倒
し
、
彼
ら
を
完
全
に
絶
滅
す
る
時
期
ま
で
は
、
お
し
ひ

‘
 

ろ
げ
な
い
。
現
実
に
は
、
そ
の
時
期
は
、
不
可
避
的
に
、
未
曽
有
に
激
し
い
階
級
闘
争
の
時
期
で
あ
り
、
未
曽
有
に
鋭
い
形
を
と
っ
た

（
第
二
六
巻
三
六
ニ
ペ
ー
ジ
）
、

レ
ー
ニ
ン
は
、

レ
ー
ニ
ン
の
場
合
、
「
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
」
と
「
共
産
主
義
へ
の
過

し
ば
し
ば
、

そ
れ
を
「
完
全
な
共
産
主
義
」
と
よ
ん
だ
。

八

よ
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

、
、
、
、

階
級
闘
争
の
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
国
家
も
ま
た
、
不
可
避
的
に
新
し
い
型
の
民
主
主
義
的
な
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と

、
、
、
、

無
産
者
一
般
に
と
っ
て
は
）
、
ま
た
新
し
い
型
の
独
裁
的
な
（
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
た
い
し
て
は
）
国
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ー
原
文
）
」
（
第
二
五
巻
三
八
四
ペ
ー
ジ
）
。
こ
こ
で
の
「
共
産
主
義
」
が
内
容
的
に
は
「
社
会
主
義
」
で
あ
る
こ
と
は
と
く
に
論
証
を
要
し

な
い
。
階
級
と
し
て
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
存
在
し
、

そ
れ
と
の
激
し
い
階
級
闘
争
が
存
在
す
る
よ
う
な
「
社
会
主
義
社
会
」
を
想
定

す
る
こ
と
は
、
「
社
会
主
義
社
会
」
が
「
無
階
級
社
会
」
で
あ
る
と
い
う
規
定
と
ま
っ
た
＜
相
容
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
が
い

(

3

)

 

く
ど
も
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
の
も
と
で
は
、
階
級
闘
争
は
消
滅
し
な
い
で
別
の
諸
形
態
を
と
る
だ
け
で
あ
る
」
（
第
一
―

-0
巻
九

四
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
、
階
級
闘
争
な
し
に
は
階
級
は
消
滅
し
な
い
、
と
主
張
し
た
場
合
に
レ
ー
ニ
ン
が
具
体
的
に
念
頭
に
お
い
て
い
た
階

(

4

)

 

級
と
階
級
闘
争
は
、
「
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
」
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
階
級
を
廃
絶
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
こ
と
は
、
地
主
と
資
本
家
を
追
い
だ
す
こ
と
·
…
•
•
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
小
商
品
生
産
者
を
廃
絶
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
第
一
―
―
―
巻
二
六
i
七
゜
ヘ
ー
ジ
）
か
ら
で
あ
る
。

も
の
」
（
第
二
九
巻
一
二
八
八
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
い
う
命
題
も
、

こ
の
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
が
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
歴
史
的
時
期
を
、
「
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡

期
」
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
命
題
の
現
実
的
妥
当
性
に
つ
い
て
は
な
お
議
論
の
余
地
は
残
っ
て
い
る
。
だ

、
、
、
、

が
、
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
が
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
を
資
本
主
義
社
会
か
ら
共
産
主
義
社
会
の
高
い
段
階
に
い
た
る

期
」
の
も
の
と
み
な
し
て
い
た
、
と
い
う
よ
う
な
主
張
は
完
全
に
誤
っ
て
お
り
、

よ
う
と
す
る
試
み
は
排
斥
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

ノ＼

そ
の
よ
う
に
歪
曲
さ
れ
た
命
題
か
ら
現
実
を
規
定
し

こ
の
限
り
で
は
、
「
全
人
民
国
家
」
論
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁

は
「
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
」
に
照
応
し
て
い
る
、
と
い
う
命
題
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
に
同
意
す
る
。

だ
が
、
現
実
の
歴
史
に
こ
の
命
題
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
つ
ぎ
の
四
点
を
考
慮
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
っ
て
、

「
過
渡

「
階
級
闘
争
は
階
級
が
廃
絶
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
避
け
ら
れ
な
い

（
傍
点
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を
か
え
な
が
ら
も
、
お
こ
な
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

、
、
、
、
、
、

第
一
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
は
、
た
し
か
に
、
か
つ
て
の
搾
取
者
は
階
級
と
し
て
は
絶
滅
さ
れ
、
そ
の
搾
取
を
復
活
さ
せ
る

現
実
的
基
盤
は
存
在
し
な
い
と
は
い
え
、
「
か
つ
て
の
搾
取
者
」
の
影
響
力
は
、
社
会
生
活
の
す
べ
て
の
分
野
で
、
と
く
に
上
部
構
造
の

諸
領
域
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
根
強
く
残
存
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
が
短
期
間
に
完
了

し
た
国
ぐ
に
で
は
、
と
く
に
こ
の
要
素
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
要
索
は
、
外
国
帝
国
主
義
か
ら
の
働
き
か
け
、
そ
れ
と
の
接
触

に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
る
。
こ
の
要
素
と
の
闘
争
、
広
い
意
味
で
の
「
階
級
闘
争
」
は
避
け
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア

ー
ト
独
裁
の
主
要
な
任
務
の
―
つ
で
あ
る
「
抑
圧
」
は
、
本
性
と
形
態
を
か
え
な
が
ら
も
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
に
と
っ
て
な
お
必

然
的
で
あ
る
。

第
二
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
は
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
が
基
本
的
に
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
な
お
全
人
民
的
所

有
と
集
団
的
所
有
と
の
二
形
態
を
と
っ
て
お
り
、
個
人
的
副
業
経
営
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
生
産
手
段
の
個
人
的
（
私
的
）
所
有
も
完

全
に
は
清
算
さ
れ
て
い
な
い
し
、
し
か
も
、
社
会
的
所
有
関
係
の
形
式
的
確
立
は
、
た
だ
ち
に
そ
の
経
済
的
内
容
で
あ
る
生
産
諸
関
係

の
十
分
な
成
熟
・
完
成
を
も
た
ら
さ
な
い
。
要
す
る
に
、
そ
こ
に
は
、
経
済
的
な
「
旧
社
会
の
母
斑
」
が
、
古
典
で
想
定
さ
れ
た
よ
り

も
は
る
か
に
多
量
か
つ
複
雑
に
残
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
ウ
ク
ラ
ッ
ド
状
態
は
克
服
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
現
実
の
社
会

主
義
社
会
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
主
要
な
任
務
の
―
つ
で
あ
っ
た
「
組
織
」
が
、
そ
の
本
性
と
形
態

第
三
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
は
「
無
階
級
社
会
」
で
は
な
い
。
搾
取
者
階
級
は
な
く
な
っ
て
も
、
労
働
者
階
級
と
協
同
組
合
農

民
と
の
階
級
的
差
異
は
残
っ
て
い
る
。
労
働
者
階
級
自
身
が
か
つ
て
の
被
搾
取
階
級
と
し
て
の
「
母
斑
」
を
な
お
多
く
残
し
て
い
る
こ

と
を
問
わ
な
い
と
し
て
も
、
協
同
組
合
農
民
は
、
そ
の
う
え
に
、
か
つ
て
の
小
商
品
生
産
者
と
し
て
の
側
面
を
、
現
実
に
ま
だ
か
な
り

残
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
階
級
と
そ
の
前
衛
に
指
導
さ
れ
る
新
し
い
労
農
同
盟
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
「
階
級
の
存
在
条

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

八
四
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件
」
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
的
差
異
の
消
滅
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
主
要
な
任
務
の
一

つ
で
あ
っ
た
「
指
導
」
．
は
、

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
四
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
は
、
古
典
が
実
際
に
は
捨
象
し
た
国
際
的
諸
要
因
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際
的
規

模
で
の
文
字
通
り
の
階
級
闘
争
は
、
帝
国
主
義
が
存
続
す
る
か
ぎ
り
、
お
こ
な
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
と
き
に
は
、
現
実
の
社
会

主
義
社
会
の
国
家
は
、
国
際
的
に
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
権
力
と
し
て
行
動
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
実
的
諸
条
件
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
現
実
の
歴
史
的
時
期
に
つ

、、

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
敵
対
的
諸
階
級
と
敵
対
的
階
級
闘
争
と
の
存
在
を
前
提
と
す
る
本
来
の
意
味
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
、
古
典
で
想
定
さ
れ
た
と
同
様
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
は
消
滅
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社

、
、
、
、

会
主
義
社
会
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
完
全
に
は
消
滅
し
て
い
な
い
し
消
滅
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
記
の
諸
要
因
が
存

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

在
す
る
か
ぎ
り
は
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
は
、
な
お
本
来
の
意
味
の
そ
れ
で
は
な
い
と
は
い
え
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独

裁
」
的
諸
機
能
を
遂
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
不
可
避
的
に
「
プ
ロ
レ
ク
リ
ア

ー
ト
独
裁
」
的
性
格
を
、
そ
の
複
雑
な
諸
性
格
の
う
ち
の
一
っ
と
し
て
、
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
性
格
は
、
社

会
主
義
社
会
の
初
期
段
階
に
も
っ
と
も
濃
厚
に
存
在
し
、
社
会
主
義
社
会
の
成
熟
と
発
展
に
つ
れ
て
稀
薄
化
し
て
い
く
と
は
い
え
、
そ

の
完
全
な
消
滅
は
、
共
産
主
義
社
会
の
高
い
段
階
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

そ
の
本
性
と
形
態
を
か
え
な
が
ら
も
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
長
期
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ

「
全
人
民
国
家
」
論
で
は
、

こ
の
よ
う
な
立
場
に
た
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
「
全
人
民
国
家
」
論
の
つ
ぎ
の
諸
命
題
を
正
し
く
批
判
す
る
こ
と
が
で
き

(

5

)

'

 

ソ
連
の
「
社
会
主
義
国
家
」
の
三
つ
の
発
展
段
階
を
規
定
し
て
い
る
。
第
一
段
階
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
独
裁
の
時
期
(
-
九
一
七
ー
一
九
三

0
年
代
な
か
ば
）
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
か
ら
「
全
人
民
国
家
」

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

る。

八
五
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し
か
も
、 「

社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

一
九
三
六
年
憲
法
で
は
、

へ
の
成
長
転
化
の
時
期
(
-
九
三

0
年
代
な
か
ば
し
一
九
五

0
年
代
末
）
で
あ
る
。
第
三
段
階
は
「
全
人
民
国
家
」
の
時
期
(
-
九
五

0
年
代
末
以
降
）
で
あ
る
。
第
一
段
階
は
「
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
」
に
照
応
し
、
第
二
段
階
は
「
社
会
主
義
建
設
の

完
成
と
共
産
主
義
へ
の
漸
次
的
移
行
の
時
期
」
に
照
応
し
、
第
三
段
階
は
い
わ
ゆ
る
「
共
産
主
義
社
会
の
全
面
的
建
設
の
時
期
」
に
照

応
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、

第
一
段
階
を
本
来
の
意
味
で
の
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
時
期
と
理
解
す
る
か
ぎ
り
は
、
問
題
は
な
い
。
議
論
の
余
地
が
あ
る
の

は
、
第
二
段
階
と
第
三
段
階
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
第
二
段
階
の
出
発
点
を
な
し
て
い
る
一
九
三
六
年
憲
法
の
な
か
に
、
す
で
に
プ
ロ
レ

ク
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
「
全
人
民
国
家
」
の
両
方
の
諸
特
徴
が
混
在
し
て
い
る
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、

「
労
働
者
階
級
独
裁
」
が
堅
持
さ
れ
た
（
ス
タ
ー
リ
ン
『
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
諸
問
題
』
第
一
―
版
五
六
0
i
ニ
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
そ
れ
以
外
で
は

あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
、
本
来
の
意
味
の
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
単
な
る
部
分
的
な
延
長
と
み
な
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
、
当
時
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
説
明
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ソ
連
邦
新
憲
法
草
案
は
、
社
会
に
は
も
は
や

敵
対
的
諸
階
級
は
な
く
、
社
会
は
互
い
に
友
好
的
な
二
つ
の
階
級
、
労
働
者
と
農
民
か
ら
成
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
勤
労
諸
階

級
が
権
力
を
に
ぎ
っ
て
お
り
、
社
会
の
先
進
的
階
級
と
し
て
の
労
働
者
階
級
に
社
会
の
国
家
的
指
導
（
独
裁
）
が
属
し
て
お
り
、
憲
法

は
勤
労
者
に
都
合
が
よ
く
有
利
な
社
会
的
秩
序
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
」
（
同
右
、
五
五

四
ペ
ー
ジ
）
。
こ
こ
で
は
、
労
働
者
階
級
だ
け
が
権
力
を
に
ぎ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
労
働
者
階
級
の
指
導
と
独
裁

(

7

)

 

と
が
事
実
上
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が
本
来
の
意
味
の
そ
れ
で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

、
、
、
、
、

一
九
三
六
年
憲
法
は
「
社
会
主
義
的
民
主
主
義
」
の
全
面
的
な
発
展
を
保
証
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
「
全
人
民
国
家
」
論
が
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
な
ぜ
そ
の
国
家
が
依
然
と
し
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
ー
独
裁
」
的

性
格
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
か
を
、
す
べ
て
の
社
会
主
義
国
に
共
通
な
合
法
則
性
と
し
て
と
ら
え
て
い
な
い
と
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

八
六
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そ
の
こ
と
は
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
か
ら
「
全
人
民
国
家
」
へ
の
成
長
転
化
の
完
了
は
、

因
に
規
定
さ
れ
て
二

0
数
年
を
要
し
た
が
、
他
の
社
会
主
義
国
で
は
、

ソ
連
で
は
、
戦
争
や
個
人
崇
拝
の
諸
要

そ
の
期
間
は
は
る
か
に
短
縮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
一
般

的
議
論
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
来
の
意
味
の
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
で
あ
る
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡

期
の
「
社
会
主
義
国
家
」
に
つ
づ
い
て
、
実
際
に
な
お
、
本
来
の
意
味
の
そ
れ
で
は
な
い
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
的
性
格
を
そ
の

一
性
格
と
し
て
も
た
ざ
る
を
え
な
い
社
会
主
義
社
会
の
「
社
会
主
義
国
家
」
が
存
在
す
る
と
は
い
え
、

ー そ
れ
は
、

八
七

ひ
き
つ
づ
い
て
さ
ら

に
第
三
段
階
に
移
行
し
て
い
く
よ
う
な
、
独
自
な
第
二
段
階
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
的
性
格

は
、
現
在
、
ソ
連
を
ふ
く
む
す
べ
て
の
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
に
固
有
で
あ
る
ば
か
り
か
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
で

あ
る
か
ぎ
り
は
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
以
外
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
｛
な
ぜ
な
ら
、
第
二
に
、
第
二
段
階
と
第
三
段
階
を
画
す
る
メ

ル
ク
マ
ー
ル
と
さ
れ
て
い
る
「
社
会
主
義
の
完
全
か
つ
最
終
的
な
勝
利
」
は
、
実
際
に
は
メ
ル
ク
マ
ー
ル
た
り
え
な
い
。
も
と
も
と

「
最
終
的
な
勝
利
」
と
は
、
国
際
的
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
、
一
国
的
規
模
で
の
「
社
会
主
義
の
完
全
な
勝
利
」
が
再
確
認
さ
れ
る
こ

(

8

)

 

と
以
上
の
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
し
か
も
、
国
際
的
諸
条
件
の
変
化
は
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独

裁
」
的
性
格
の
存
続
あ
る
い
は
消
失
を
決
定
す
る
よ
う
な
要
因
で
あ
り
え
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
枠
内
で
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
か
ら
「
全
人
民
国
家
」

化
の
段
階
と
「
全
人
民
国
家
」
の
段
階
と
の
二
段
階
を
認
め
る
「
全
人
民
国
家
」
論
の
命
題
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
「
全
人
民
国
家
」
論
の
欠
陥
が
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
複
雑
な
諸
性
格
を
、

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

へ
の
成
長
転

い
わ
ゆ
る
「
全
人
民
国
家
」
に
単
純
化

す
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
要
す
る
に
、
敵
対
的
諸
階
級
と
階
級
闘

争
と
を
前
提
と
す
る
本
来
の
意
味
の
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
歴
史
的
時
期
は
、
現
実
の
歴
史
の
上
で
も
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義

へ
の
過
渡
期
で
あ
る
が
、
本
来
の
意
味
の
そ
れ
で
な
い
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
的
性
格
は
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
す
べ
て
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

の
国
家
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
固
有
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

し
た
が
っ
て
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
観
点
か
ら
、
本
来
の
意
味
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が
、
古
典
で
想
定
さ
れ
た
社
会
主

義
社
会
で
あ
る
か
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、

そ
の
全
時
期
に
わ
た
っ
て
存
続
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
、
プ
ロ
レ
タ

注
山
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
第
四
版
、
第
二
三
巻
一
三
、
一
五
六
ペ
ー
ジ
、
第
二
四
巻
四
七
、
六
三
、
九
四
ペ
ー
ジ
、
第
二
六
巻
一
―
―
六
二
、
一
1

一
九
七
、

四
一
五
、
四
二
八
し
九
ペ
ー
ジ
、
第
二
七
巻
―
二
八
‘
-
―
―
―

10、
二
三
四
、
二
三
八
、
二
八
四
ー
五
ペ
ー
ジ
、
第
二
八
巻
七
六
ペ
ー
ジ
、
第
二
九

巻
八
五

i
六
、
三
二
六
、
三
五
八
、
五
ニ
ニ
ペ
ー
ジ
、
第
三
一
巻
二
六
し
七
、
一
六
一
ー
ニ
ペ
ー
ジ
、
第
一
―
―
―
―
一
巻
七
五
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

②
同
右
、
第
二
五
巻
三
八
四
、
四
一
―
―
-
、
四
三
四
し
五
ペ
ー
ジ
、
第
二
七
巻
一
二
五
六
ペ
ー
ジ
、
第
二
八
巻
二
三
ニ
ペ
ー
ジ
、
第
二
九
巻
九
一
ペ
ー

ジ
、
第
三

0
巻
八
七
ペ
ー
ジ
、
第
三
二
巻
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

矧
同
右
、
第
二
八
巻
七
六
ペ
ー
ジ
、
第
二
九
巻
一
ー
一
五
九
、
一
子
八
八
、
四
七
―
―
―
ペ
ー
ジ
、
第
一
―

-0巻
七
五
し
六
、
九
二
し
五
、
四
七
二

i
-
―
―
ペ
ー
ジ
、

第
三
一
巻
七

i
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

④
同
右
、
第
一
―

-0巻
七
六

i
八
、
九
二

l
五
、
七
二

i
-
―
―
ペ
ー
ジ
、
第
三
一
巻
七
し
八
、
二
六

i
七
、
一
六
一
ー
ニ
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
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切
労
働
者
階
級
の
独
裁
あ
る
い
は
支
配
と
指
導
と
を
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
「
全
人
民
国
家
論
」
の
一
主
要
命
題
で
あ
る
。

^
C
o慄
当
c
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o
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⑧
『
経
済
評
論
』
一
九
六
六
年
十
一
月
号
の
拙
論
、
二
八

i
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

リ
ア
ー
ト
独
裁
の
固
定
的
把
握
11
絶
対
視
に
も
反
対
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

八
八
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

マ
ル
ク
ス
は
、
社
会
主
義
社
会
を
も
ふ
く
む
共
産
主
義
社
会
が
「
非
国
家
」
の
社
会
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
階
級

と
階
級
対
立
と
を
排
除
す
る
―
つ
の
結
社
」
に
あ
っ
て
は
「
本
来
の
意
味
で
の
政
治
権
力
は
も
は
や
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
」

ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
』
邦
訳
、
大
月
書
店
、
第
一
巻
、
四
五
0
ペ
ー
ジ
）
し
、
「
公
的
権
力
は
政
治
的
な
性
格
を
う
し
な
う
」

(
I
、
三
九
ペ

ー
ジ
）
の
で
あ
る
。

社
会
主
誰
社
会
の
国
家
の
過
渡
的
性
格

八
九

「
社
会
主
義
的
社
会
秩
序
が
実
現
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
家
は
お
の
ず
か
ら
解
体
し
消
滅
す
る
」

(II
、
三
ニ
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
り
、
「
階
級
の
消
滅
と
と
も
に
、
国
家
も
不
可
避
的
に
消
滅
す
る
」

(II
、
二
四
八
ペ
ー
ジ
）
。
「
抑
圧
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
階
級
が
ま
っ
た
く
な
く
な
る
や
い
な
や
…
…
特
殊
な
抑
圧
権
力
で
あ
る
国
家
を
必
要
と
し
た
…
…
も
の
は
、

、
、
、
、
、
、
、

な
に
ひ
と
つ
な
く
な
る
」

(II
、
一
―
四
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
国
家
は
『
廃
止
さ
れ
る
』
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
死
滅
す
る

、
、
、
、

の
で
あ
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
II
、
一
―
四
ペ
ー
ジ
）
。

レ
ー
ニ
ン
も
、
社
会
主
義
社
会

(11
「
無
階
級
社
会
」
）
を
念
頭
に
お
い
て
、
「
資
本
家
は
も
は
や
い
な
い
、
階
級
は
も
は
や
な
く
、
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
が
っ
て
ま
た
、
ど
の
階
級
を
抑
圧
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
、
国
家
は
死
滅
す
る
。
し
か
し
、
国
家
は
ま
だ
完
全

に
死
滅
し
た
の
で
は
な
い
。
…
…
国
家
が
完
全
に
死
滅
す
る
た
め
に
は
、
完
全
な
共
産
主
義
が
必
要
で
あ
る
。
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
第
二

五
巻
四
三
九
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
た
。
彼
は
、
し
か
も
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
独
裁
を
「
国
家
の
消
滅
す
る
過
渡
的
形
態
（
国
家
か
ら
非
国

、
、
、

家
へ
の
移
行
）
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
（
第
二
五
巻
四
011
―
ペ
ー
ジ
）
と
表
現
し
、
「
民
主
主
義
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
か
ら
非
国
家
へ
の
『
移
行
』

（
『
国
家
の
死
滅
』
）
（
傍
点
ー
引
用
者
）
」
（
第
二
八
巻
一
―
1
0
0
ペ
ー
ジ
）
に
ふ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
国
家
死
滅
過
程
の
「
漸
次
性
」
と
そ
の
「
自

エ
ン
ゲ
ル
ス
も
こ
う
述
べ
た
。

ー
「
非
国
家
」
・
「
非
政
治
的
国
家
」
的
牲
格

（『マル
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

然
成
長
性
」
、
お
よ
び
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
（
第
二
五
巻
四
三
四
、
四
二
九
ペ
ー
ジ
）
。
彼
は
ま
た
、
「
死
滅

し
つ
つ
あ
る
国
家
は
、
死
滅
の
一
定
の
段
階
で
は
、

も
述
べ
た
。

こ
れ
を
非
政
治
的
国
家
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
（
第
二
五
巻
四
一

0
ペ
ー
ジ
）
、
と

第
一
に
、
社
会
主
義
社
会
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
つ
づ
く
「
非
国
家
」
の
社
会
で
あ
る
が
、
「
非
国
家
」
概
念
は
国
家
死
滅
の

、

、

、

、

、

、

過
程
と
結
果
と
の
双
方
を
ふ
く
ん
だ
広
義
の
そ
れ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
社
会
主
義
社
会
の
「
非
国
家
」
は
、
国
家
死
滅
過
程
と
し

て
の
「
非
国
家
」
で
あ
る
。
第
二
に
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
は
「
非
政
治
的
国
家
」
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
直
接
的
に
は
政
治

的
支
配
の
消
滅
を
意
味
し
て
い
る
と
と
も
に
、
国
家
権
力
の
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
性
格
の
死
滅
過
程
を
も
、
す
な
わ
ち
、
「
公
的
諸
機
能
が

政
治
的
な
も
の
か
ら
単
純
な
管
理
的
な
も
の
へ
か
わ
る
」
（
レ
ー
ニ
ン
、
第
二
五
巻
四
一

0
ペ
ー
ジ
）
過
程
を
も
意
味
し
て
い
る
。

「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
一
側
面
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
主
主
義
の
発
展
が
、
他
の
側
面
す

な
わ
ち
多
数
者
に
よ
る
少
数
者
の
支
配
の
消
滅
に
よ
る
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
（
本
来
の
意
味
の
）
の
消
滅
の
あ
と
も
、
ま
た
そ
れ

に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
形
で
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
に
継
承
さ
れ
、
「
ほ
ん
と
う
に
完
全
な
民
主
主
義
」
と
し
て
開
花
し
て
い
く
こ
と

を
表
現
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
社
会
主
義
社
会
の
国
家
は
、
ま
さ
に
、
最
後
の
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

ま
す
ま
す
「
国
家
権
力
の
諸
機
能
の
遂
行
そ
の
も
の
が
全
人
民
的
な
も
の
に
」
な
っ
て
い
き
、
「
ま
す
ま
す
国
家
権
力
の
必
要
度
は
す
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
く
な
る
」
（
第
二
五
巻
三
九
一
ペ
ー
ジ
）
過
程
が
現
実
に
進
行
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
暴
力
な
し
に
、
服
従
す
る
こ
と
な
し
に
社

、、

会
生
活
の
根
本
的
な
諸
条
件
を
ま
も
る
習
慣
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
第
1

一
五
巻
四
二
八
ペ
ー
ジ
）
が
発
展
す
る
。

こ
の
よ
う
な
古
典
的
命
題
は
、

ど
の
よ
う
な
現
代
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

要
す
る
に
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
「
非
国
家
」
的

「
非
政
治
的
国
家
」
的
性
格
は
、
す
で
に
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が

以
上
の
古
典
的
諸
命
題
は
、

つ
ぎ
の
二
点
に
要
約
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

九
〇
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そ
し
て
、

―
つ
の
側
面
で
全
体
を
規
定
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

九

第
一
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
が
原
則
的
に
「
非
国
家
」
的
お
よ
び
「
非
政
治
的
国
家
」
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は

疑
い
な
い
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
古
典
が
想
定
し
た
よ
り
も
は
る
か
に
未
成
熟
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
．

本
来
的
な
政
治
的
支
配

(11
独
裁
）
は
、
搾
取
階
級
の
消
滅
に
よ
っ
て
原
則
的
に
消
滅
し
て
い
る
と
は
い
え
、
な
お
、
現
実
の
社
会
主

義
社
会
の
諸
条
件
は
、
労
働
者
階
級
の
政
治
的
指
導
が
堅
持
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
全
人
民
国
家
」
論
が
、
労
働

者
階
級
の
「
指
導
的
役
割
」
、
「
社
会
の
指
導
者
と
し
て
の
そ
の
機
能
」
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
完
全
に
正
じ
い
。
さ
ら
に
、
現
実
の

社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
「
ほ
ん
と
う
に
完
全
な
民
主
主
義
」
の
成
熟
度
は
、
な
お
き
わ
め
て
低
い
。
だ
が
、
「
全
人
民
国
家
」
論
で
は
、

一
般
に
、
「
全
人
民
的
、
社
会
主
義
的
民
主
主
義
」
の
達
成
水
準
の
過
大
評
価
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

い
。
古
典
に
お
い
て
さ
え
、

第
二
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
性
格
を
、
単
純
に
「
非
国
家
」
・
「
非
政
治
的
国
家
」
的
性
格
に
帰
着
さ
せ
て
は
な
ら
な

の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
実
に
は
、

(11
全
般
的
な
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
発
展
）
の
側
面
か
ら
「
全
人
民
国
家
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
だ
が
、

こ
れ
は
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
主
要
な
諸
性
格
の
う
ち
の
―
つ
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
「
全
人
民
国
家
」
論
に
お
け
る
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
「
非
国
家
」
・
「
非
政
治
的
国
家
」
的
性
格
の
把
握
に

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

そ
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
的
性
格
さ
え
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
る
に
、
「
全
人
民
国
家
」
論
で
、
社

(

1

)

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

会
主
義
社
会
の
国
家
は
本
来
的
に
「
全
人
民
国
家
」
で
あ
る
、
と
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
、
「
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
全

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

面
的
展
開
と
完
成
、
国
家
の
統
治
、
経
済
・
文
化
建
設
の
指
導
へ
の
全
市
民
の
積
極
的
な
参
加
、
国
家
機
関
の
業
務
の
改
善
と
そ
の
活

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
`
‘
ヽ
ヽ
・
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

動
に
た
い
す
る
人
民
の
監
督
の
強
化
ー
こ
れ
が
共
産
主
義
建
設
期
に
お
け
る
社
会
主
義
的
国
家
組
織
の
発
展
の
お
も
な
方
向
で
あ

(ヽ

2

)

る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
、
と
強
調
さ
れ
る
場
合
に
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
が
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
「
非
国
家
」
・
「
非
政
治
的
国
家
」
的
性
格

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
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レ
ー
ニ
ン
は
、

て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

ま、
•9 

2
 

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

一
定
の
限
界
が
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
こ
と
は
、
本
来
の
意
味
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
区
別
さ
れ
る
、
独
自
な
「
死
滅
し
つ

つ
あ
る
国
家
」
と
し
て
社
会
主
義
社
会
に
国
家
が
存
在
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
自
体
が
誤
り
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

逆
に
、
プ
ロ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
以
外
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
は
あ
り
え
な
い
、
と
す
る
立
場
は
、

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
命
題
に
け
っ
し
て
忠
実
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

注
山③
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こ
の
問
題
に
か
ん
す
る
古
典
的
な

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
で
は
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
が
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
「
国
家
組
織
は
共
産
主
義
社
会
に
お
い
て
は
ど
ん
な
転
化
を
こ
う
む
る
か
？
・

こ
で
は
、
今
日
の
国
家
機
能
に
似
た
ど
ん
な
社
会
的
機
能
が
の
こ
る
か
？
・

革
命
的
独
裁
」
と
区
別
さ
れ
る
「
共
産
主
義
社
会
の
将
来
の
国
家
組
織

(Staatwesen)
」
に
つ
い
て
指
摘
し
た
(
I
l
、
ニ
ニ
ペ
ー
ジ
）
。

、
、
、
、
、
、
、

レ
ー
ニ
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
「
共
産
主
義
社
会
の
将
来
の
国
家
組
織
」
と
い
う
表
現
は
、
「
ま
さ
に
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
組
織

を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
第
二
五
巻
四
二
九
ペ
ー
ジ
）
、
と
理
解
し
た
。
こ
の
場
合
の
「
共
産
主
義
社
会
」
は
広
義
の
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
高
い
段
階
で
は
結
果
と
し
て
の
国
家
死
滅
が
達
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
は
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ン
は
完
全
に
一
致
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
の
「
国
家
組
織
」
が
社
会
主
義
社
会

(II
「
共
産
主
義
社
会
」
の
第
一
段
階
）
の
そ
れ
と
し
て
理
解
さ
れ

マ
ル
ク
ス
の
命
題
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
「
プ
ル

と
い
う
こ
と
」
を
問
題
に
し
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

と
い
う
こ
と
…
…
い
い
か
え
れ
ば
、
そ

九
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

九――

ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
を
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
社
会
で
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
の
存
在
が
必
然
的
で
あ
る
「
か
ぎ
り

で
は
、
生
産
手
段
の
共
有
を
保
護
し
な
が
ら
、
労
働
の
平
等
と
生
産
物
の
分
配
の
平
等
と
を
保
護
す
る
国
家
の
必
要
は
な
お
の
こ
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
「
事
実
上
の
不
平
等
を
是
認
す
る
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
』
が
依
然
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
、
「
国
家
は
ま
だ

、、

完
全
に
死
滅
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
（
第
二
五
巻
四
一
二
九
。
ヘ
ー
ジ
）
。
そ
し
て
、
「
消
費
資
料
の
分
配
に
つ
い
て
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
権

、
、
、
、
、
、
、

利
は
、
も
ち
ろ
ん
、
不
可
避
的
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
存
在
を
も
予
想
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
権
利
と
い
う
も
の
は
権
利
の
基
準
の
遵

ヽ

守
を
強
制
で
き
る
機
関
な
し
に
は
な
い
も
同
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
共
産
主
義
の
も
と
で
は
、
あ
る
期
間
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権

利
が
の
こ
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
い
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
さ
え
の
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
！

原
文
）
」
（
第
二
五
巻
四
四
二

i
-
―
―
ペ
ー
ジ
）
。
レ
ー
ニ
ン
の
つ
ぎ
の
叙
述
も
こ
の
思
想
と
不
可
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
共
産
主
義
の
『
高

、、

い
段
階
』
が
や
っ
て
く
る
ま
で
は
、
社
会
主
義
者
は
、
労
働
の
甚
準
と
消
費
の
基
準
に
た
い
す
る
、
社
会
と
国
家
の
き
わ
め
て
厳
重
な

統
制
を
要
求
す
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
第
二
五
巻
四
四
一
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。

社
会
主
義
社
会
の
全
段
階
を
通
じ
て
、

要
す
る
に
、
社
会
主
義
社
会
に
「
旧
社
会
の
母
斑
」
が
残
存
し
、
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
が
実
現
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ぎ
り
は
、

(
1
)
 

そ
の
国
家
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
を
も
つ
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

第
一
に
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
は
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
に
だ
け
固
有
で
は
な
く
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
も
固
有

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
旧
社
会
の
母
斑
」
や
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
は
、
す
で
に
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
い
て

も
、
そ
の
社
会
主
義
ウ
ク
ラ
ッ
ド
に
存
在
し
、
実
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の

「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
は
、
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
か
ら
の
継
承
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
い
ま
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
社
会
主
義
社
会
の
国
家
と
の
継
承
性
を
、
も
っ
ぱ
ら
、
両
者
が
と
も
に
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」
で
あ
る
こ

そ
し
て
、

こ
の
古
典
的
命
題
の
現
代
的
意
義
は
、

つ
ぎ
の
諸
点
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

（
傍
点
ー
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第
二
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
は
、
古
典
で
想
定
さ
れ
た
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
強
力

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
典
で
想
定
さ
れ
た
よ
り
も
は
る
か
に
多
量
か
つ
複
雑
な
「
旧
社
会
の
母
斑
」
と
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
が
、

を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
逃
し
え
な
い
。

べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

と
の
民
主
主
義
的
側
面
に
も
と
め
て
き
た
。
だ
が
、

こ
こ
に
、
別
種
の
継
承
性
が
存
在
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

両
者
の
継
承
性
を
、
全
般
的
民
主
主
義
の
発
展
が
共
産
主
義
的
社
会
的
自
治
に
直
結
し
て
い
く
点
に
だ
け
も
と
め
る
こ
と
は
、
事
態
の

一
面
的
な
把
握
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
般
的
に
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
を
そ
の
進
歩
的
諸
特
徴

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報
告
の
つ
ぎ
の
部
分
は
、
事
態
の
一
側
面
を
の

「
…
…
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
国
家
と
全
人
民
国
家
の
あ
い
だ
に
、
な
ん
ら
か
の
壁
が
あ
る
と
考
え
る

の
は
あ
や
ま
り
だ
ろ
う
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、
全
般
的
な
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
諸
特
徴
を
も
っ

て
い
る
。
社
会
主
義
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、

こ
れ
ら
の
諸
特
徴
は
強
く
な
り
、
そ
の
完
全
な
勝
利
の
結
果
、
決
定
的
な
も
の
と
な
る
。

(

2

)

 

国
家
は
、
階
級
支
配
の
用
具
か
ら
全
人
民
的
意
志
の
表
現
機
関
と
な
る
」
。
た
し
か
に
、
『
ソ
連
邦
共
産
党
綱
領
』
で
は
、
「
全
人
民
国
家
」

の
使
命
の
一
っ
と
し
て
、
「
労
働
の
基
準
と
消
費
の
基
準
に
た
い
す
る
統
制
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
個
々
の
論
者
は
、
こ
の
点
で
の

継
承
性
を
か
な
り
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
全
人
民
国
家
」
論
が
、

諸
側
面
に
重
点
を
お
い
て
「
全
人
民
国
家
」
と
し
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
い
わ
ば
「
保
守
的
」
、
消
極
的
な
特
徴
で

あ
る
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
を
過
少
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
過
渡
的
性

格
は
、
単
に
そ
れ
が
共
産
主
義
的
な
社
会
的
自
治
(
1
1
結
果
と
し
て
の
国
家
の
死
滅
）
へ
む
か
い
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
点
に
も
と
め
る

、、

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
な
ぜ
依
然
と
し
て
国
家
で
し
か
あ
り
え
な
い
か
、
と
い
う
点
に
も
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
社

会
主
義
社
会
の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
あ
き
ら
か
に
、
前
者
の
意
味
で
の
過
渡
的
性
格
に
く
ら
べ
て
、
後
者
の
意
味
で
の
過
渡
的
性

格
の
方
が
強
力
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
全
人
民
国
家
」
論
に
お
け
る
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
の
軽
視

九
四
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九
五

現
実
の
社
会
主
義
社
会
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
現
実
の
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
は
、
「
労
働
に
応
じ
た
分

配
」
と
い
う
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
に
の
み
関
連
す
る
「
労
働
の
基
準
と
消
費
の
基
準
に
た
い
す
る
統
制
」
機
能
に
帰
せ
ら
れ
え
な

い
。
た
と
え
ば
、
「
商
品
・
価
値
的
諸
関
係
」
を
社
会
主
義
社
会
の
国
家
が
い
か
に
「
利
用
」
す
る
か
は
、

そ
の
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」

的
性
格
の
重
要
な
現
実
的
側
面
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
、
「
全
人
民
国
家
」
論
に
よ
る
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格

の
軽
視
は
、
現
実
に
は
い
っ
そ
う
重
大
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
「
全
人
民
国
家
，
一
論
に
お
け
る
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
の
「
プ

ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
の
軽
視
は
、
近
年
の
「
経
済
改
革
」
に
み
ら
れ
る
「
旧
社
会
の
母
斑
」
の
温
存
・
強
化
と
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的

権
利
」
の
一
面
的
な
重
用
な
ど
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
に
は
、
共
通
し
て
、
社
会
主
義
社
会
に
お

け
る
「
旧
社
会
の
母
斑
」
と
共
産
主
義
「
そ
れ
自
身
の
土
台
」
と
の
闘
争

(11
社
会
主
義
社
会
の
基
本
的
矛
盾
）
の
意
義
の
過
少
評
価

が
あ
る
。

第
三
に
、
だ
が
、
古
典
的
な
、
お
よ
び
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
が
必
然
的
に
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
を
も
つ
こ
と
は
、

け
っ
し
て
、

そ
れ
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
（
本
来
の
意
味
で
の
）
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
本
来
の

意
味
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
、
搾
取
階
級
の
消
滅
に
も
と
づ
く
抑
圧
機
能
の
消
滅
と
と
も
に
消
滅
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
問

題
と
し
て
い
る
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
な
る
も
の
は
、

「
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
い
な
い
」

つ
ね
に
、
「
旧
社
会
の
母
斑
」
と
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
と
お
な
じ
よ
う
に
、

そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

注
山
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
「
旧
社
会
の
母
斑
」
と
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
『
経
済
評
論
』
一
九

六
六
年
十
一
月
号
の
拙
論
を
み
ら
れ
た
い
。

③

X
X
I
I
 C'be3,!1, 
K
I
T
C
C
,
 C
T
g
.
o
Tぇ
e
T
T
.
 I
,
 
1
9
6
2
,
 
c. 
2
1
1
.
 

T
a
M
 iKe, 
T. 
III, 
c. 
3
0
3

お
よ
び
、
ス
C
o
a
e
T
c
K
o
e
rocy,!1,apcTBO H
 npaao≫, 
1
9
6
2
,
 
N
o
.
 
10, 
c. 
7
.
 

③
 「

社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

「
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
完
全
な
死
滅
」
の
諸
条
件

社
会
主
義
社
会
で
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
完
全
な
死
滅
」
つ
ま
り
結
果
と
し
て
の
国
家
死
滅
の
た
め
の
諸
条
件
が
成
熟
す
る
。
レ
ー

ニ
ン
は
、
「
無
階
級
社
会
」
と
し
て
の
社
会
主
義
社
会
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、

ま
ず
、
「
国
家
の
完
全
な
死
滅
の
経
済
的
基
礎
は
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
と
の
対
立
が
な
く
な
る
ほ
ど
•
…
・
・
共
産
主
義
が
高
度
の
発

展
を
と
げ
る
こ
と
で
あ
る
」
（
第
二
五
巻
四
四
0
ペ
ー
ジ
）
。
す
な
わ
ち
、
「
分
業
と
手
を
切
り
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
と
の
対
立
を
廃

絶
」
（
同
右
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
「
社
会
が
『
各
人
は
能
力
に
応
じ
て
、
各
人
に
は
そ
の
欲
望
に
応
じ
て
』
と
い
う
準
則
を

、
、
、
、
、
、

実
現
す
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
人
間
が
能
力
に
応
じ
て
自
発
的
に
労
働
す
る
ほ
ど
、
共
同
生
活
の
基
本
的
な
規
則
を
ま
も
る
習
慣
を
十

分
に
も
つ
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
の
労
働
が
そ
れ
ほ
ど
生
産
的
な
も
の
と
な
る
と
き
、
国
家
は
完
全
に
死
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
同
右
）
。
す
な
わ
ち
、
「
労
働
が
『
第
一
の
生
活
欲
求
』
に
転
化
」
（
同
右
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
「
社
会

、、

主
義
が
労
働
日
を
短
縮
し
、
大
衆
を
新
し
い
生
活
へ
ひ
き
あ
げ
、
例
外
な
く
す
べ
て
の
人
に
『
国
家
的
機
能
』
を
遂
行
さ
せ
る
よ
う
な

、
、
、
、
、

諸
条
件
の
も
と
に
住
民
の
大
多
数
を
お
く
こ
と
…
…
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
一
般
の
完
全
な
死
滅
へ
導
く
（
傍
点
お
よ
び
ゴ
シ
ッ
ク
ー
原
文
）
」

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

（
第
二
五
巻
四
五
九
ペ
ー
ジ
）
。
す
な
わ
ち
、
「
暴
力
な
し
に
、
服
従
す
る
こ
と
な
し
に
社
会
生
活
の
根
本
的
な
諸
条
件
を
ま
も
る
習
慣
が
つ

い
て
く
る
（
傍
点
ー
原
文
）
」
（
第
二
五
巻
四
二
八
ペ
ー
ジ
）
必
要
が
あ
る
。

要
す
る
に
、
「
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
完
全
な
死
滅
」
の
諸
条
件
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
旧
社
会
の
母
斑
」
と
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
の
消
滅

そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
条
件
を
明
確
に
指
摘
し
た
。

こ
の
古
典
的
命
題
の
現
代
的
適
用
に
か
ん
し
て
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

第
一
に
、
古
典
が
捨
象
し
た
社
会
主
義
・
共
産
主
義
建
設
の
国
際
的
諸
条
件
が
こ
こ
で
は
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
か
つ
て
ス
タ

ー
リ
ン
は
、
資
本
主
義
的
包
囲
と
外
部
か
ら
の
軍
事
的
攻
撃
の
危
険
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
は
、
「
共
産
主
義
の
時
期
に
も
国
家
が
残
る
」

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

3
 

九
六
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「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

だ
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、

の
国
際
的
連
帯
が
、

九
七

と
指
摘
し
た
（
『
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
諸
問
題
』
第
一
―
版
六
四
ニ
ー
六
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
、
『
ソ
連
邦
共
産
党
綱
領
』
も
、
「
国
家
が
完
全
に
死
滅

す
る
た
め
に
は
、
内
的
条
件
ー
発
展
し
た
共
産
主
義
社
会
の
建
設
ー
ば
か
り
で
な
く
、
外
的
条
件
ー
ー
ー
国
際
舞
台
で
の
社
会
主
義

(

l

)

 

の
勝
利
と
確
立
ー
|
'
も
つ
く
り
だ
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社

会
の
国
家
の
諸
性
格
を
規
定
す
る
基
本
的
要
因
は
内
的
条
件
で
あ
っ
て
外
的
条
件
で
は
な
い
が
、
「
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
完
全
な
死
滅
」
が

問
題
と
さ
れ
る
場
合
は
、
た
し
か
に
、
外
的
条
件
は
内
的
条
件
に
劣
ら
ぬ
決
定
的
役
割
を
演
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
単
に
、
「
発
展

し
た
共
産
主
義
社
会
」
が
数
力
国
的
規
模
で
建
設
さ
れ
て
も
な
お
、
必
要
な
外
的
条
件
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
可
能
性
が
あ

る
か
ら
、
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
必
要
な
．
外
国
条
件
が
達
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
「
発
展
し
た
共
産
主
義
社
会
の
建
設
」
と
い
う
内
的

条
件
も
基
本
的
に
は
達
成
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
可
能
性
を
無
視
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
0

.

こ
の
よ
う
な
国
際
的
条
件
だ
け
で
な
く
、
世
界
社
会
主
義
革
命
の
発
展
の
不
均
等
性
に
規
定
さ
れ
て
、
勝
利
し
た
諸
国
民

そ
れ
ぞ
れ
の
「
民
族
国
家
」
の
枠
を
打
破
す
る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
す
る
に
は
、
な
お
長
期
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
前
記
の
内
的
条
件
の
達
成
と
こ
の
よ
う
な
「
外
的
」
条
件
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ

る
「
単
一
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
調
整
さ
れ
る
世
界
的
共
産
主
義
経
済
」
の
確
立
の
達
成
と
は
不
可
分
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
内
的
条
件
の
み
を
問
題
に
す
る
と
し
て
も
、
す
で
に
し
ば
し
ば
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
旧
社
会
の
母
斑
」
と
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

権
利
」
の
克
服
過
程
は
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
は
、
古
典
が
想
定
し
た
よ
り
も
、
は
る
か
に
困
難
で
あ
り
、
長
期
を
必
要
と
す
る
。

ソ
連
を
ふ
く
む
現
実
の
社
会
主
義
社
会
で
、
「
旧
社
会
の
母
斑
」
と
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
が
な
お
い
ぜ
ん
と
し
て
強
力
で
あ
る
こ
と

を
過
少
評
価
し
．
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
完
全
な
死
滅
」
が
す
で
に
確
実
に
「
射
程
距
離
」
に
入
っ
た
か
の
よ
う
に
と
ら
え
、
そ
の
よ
う

な
立
場
か
ら
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
「
国
家
」
を
「
全
人
民
国
家
」
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
事
態
を
バ
ラ
色
に
描
き
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以
上
で
の
考
察
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
、
、
、

資
本
主
義
社
会
か
ら
共
産
主
義
社
会
の
高
い
段
階
に
い
た
る
ま
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
が
お
こ
な
わ
れ
る
、
と
い
う
主
張
は
、

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
的
諸
命
題
と
は
合
致
し
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
現
実
に
は
、
資
本
主
義
か

ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
国
家
と
社
会
主
義
社
会
の
国
家
と
の
重
要
な
質
的
差
異
を
見
失
な
い
、
過
渡
期
の
タ
イ
プ
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
独
裁
と
階
級
闘
争
と
を
社
会
主
義
社
会
に
機
械
的
に
延
長
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
国
家
死
滅
過
程
の
複
雑
な
諸
側

面
、
諸
変
化
を
、
具
体
的
に
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
敵
対
的
な
諸
階
級
が
す
で
に
存
在
し
な
い
社
会
主
義
社
会
で
は
、
本
来
的
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
は

区
別
さ
れ
る
国
家
の
存
在
が
必
然
的
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
は
、
「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
的
諸
命
題
に
合
致
し
て
い
る
。

注
山

む

す

び

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

第
三
に
、
他
方
で
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
非
社
会
主
義
ウ
ク
ラ
ッ
ド
の
諸
要
素
と
社
会
主
義
社
会
の

「
旧
社
会
の
母
斑
」
や
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
」
と
を
事
実
上
同
一
視
し
て
、
そ
れ
ら
を
「
資
本
主
義
」
に
一
括
し
、
「
社
会
主
義
の
全

段
階
を
つ
う
じ
て
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義
と
い
う
こ
の
二
つ
の
道
の
闘
争
が
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
」
と
主
張
し
、
そ
の
闘
争
は
、
「
一
代

や
二
代
の
人
間
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

五
代
、
十
代
、
さ
ら
に
は
も
っ
と
長
い
時
間
を
か
け
て
、
は
じ
め
て
完
全
に
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
、
と
す
る
の
は
（
『
北
京
周
報
』
一
九
六
四
年
七
月
ニ
―
日
号
）
、

一
種
の
敗
北
主
義
と
し
て
斥
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
に
は
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
古
い
、
未
成
熟
な
諸
要
素
を
敵
対
的
な
性
格
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
一
面
的
な
過
大

評
価
が
あ
り
、
逆
に
、
共
産
主
義
「
そ
れ
自
身
の
土
台
」
の
成
長
力
に
た
い
す
る
過
少
評
価
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

X
X
I
I
g
g
.
n
:
 K
T
T
C
C
,
 
CTg. OT'leT. 
T
.
 
III, 
c. 
310. 

九
八
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だ
が
、

九
九

い
わ
ゆ
る
「
全
人
民
国
家
」
論
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
無
条
件
に
同
意
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
、
現
実
の
社
会
主
義

社
会
の
国
家
が
、
な
お
、
本
来
の
意
味
の
そ
れ
で
は
な
い
と
は
い
え
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
」
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
軽

視
し
、
全
般
的
な
社
会
主
義
的
民
主
主
義
の
発
展
と
そ
の
現
実
の
達
成
水
準
と
を
一
面
的
に
過
大
評
価
し
、

そ
の
「
非
国
家
」
・
「
非
政

治
的
国
家
」
的
性
格
の
現
実
の
未
成
熟
性
を
軽
視
し
、
そ
の
強
い
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
」
的
性
格
を
軽
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
全
人
民
国
家
」
論
は
、
．
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
が
も
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
複
雑
な
性
格
を
全
面
的
に
特
徴
づ
け
ず
、
一
面
的

に
、
主
と
し
て
そ
の
進
歩
的
諸
側
面
を
過
大
評
価
し
て
い
る
。
社
会
主
義
社
会
の
国
家
は
、
た
し
か
に
、
最
後
の
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る

国
家
」
で
あ
る
。
だ
が
、
現
実
の
「
社
会
主
義
国
家
」
は
、
ソ
連
の
そ
れ
を
も
含
め
て
、
こ
の
最
後
の
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」
の

段
階
に
よ
う
や
く
入
り
こ
ん
だ
ば
か
り
で
あ
る
。
客
観
的
に
ま
だ
こ
の
よ
う
な
発
展
段
階
に
あ
る
国
家
を
、
あ
た
か
も
「
あ
ら
ゆ
る
国

家
の
完
全
な
死
滅
」
の
間
際
ま
で
き
て
い
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
、

要
す
る
に
、
現
実
の
社
会
主
義
社
会
の
国
家
が
、
最
後
の
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」
と
し
て
は
、
全
般
的
に
き
わ
め
て
未
成
熟
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
全
人
民
国
家
」
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
現
実
の
「
社
会
主

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

義
国
家
」
の
正
し
い
規
定
・
表
現
で
あ
り
え
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
、
「
本
来
の
意
味
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

裁
で
は
な
い
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
』
」
と
い
う
規
定
・
表
現
で
と
り
か
え
る
こ
と
が
現
実
適
応
的
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

最
後
に
、
「
全
人
民
国
家
」
論
の
個
々
の
論
者
が
、
「
全
人
民
国
家
」
と
「
階
級
支
配
国
家
」
と
の
諸
特
徴
を
統
一
し
て
、
国
家
の
一

(

1

)

 

般
的
定
義
の
変
更
あ
る
い
は
補
足
を
試
み
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
に
同
意
し
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

'

（

2
)
 

あ
る
論
者
が
正
当
に
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
国
家
の
一
般
的
定
義
の
「
補
足
や
精
確
化
を
も
た
ら
さ
い
で
、
国
家
の
古
典

的
定
義
を
根
本
的
に
変
え
て
し
ま
う
」
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
く
り
か
え
し
て
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
社
会
の
国
家
は
、

般
的
に
い
っ
て
、
最
後
の
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
家
」
で
あ
り
、
現
段
階
の
そ
れ
は
、
「
本
来
の
意
味
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
で
は

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

つ
ま
り
「
全
人
民
国
家
」
と
し
て
描
き
だ
す
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
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注
山図

「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
の
現
代
的
意
義
（
長
砂
）

な
い
『
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
独
裁
』
」
で
あ
る
。
「
社
会
主
義
国
家
」
論
の
古
典
が
社
会
主
義
社
会
の
国
家
を
論
じ
た
さ
い
に
、
国
家
の

一
般
的
定
義
の
補
足
や
変
更
の
必
要
は
、

ほ
ん
の
少
し
で
も
示
唆
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
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